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☆  ちょっかん                                                                                                        

☆                     コード１  :０６６５     ファイル  :ｆ           版：＊                  区分数    :０１        

☆                     表記      :直感                                                                                
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[慣用句等]

のような  

のように  

慣用表現  

他合成語１

他合成語２

備考      ＜他＞「直観」という表記をする、心理や物事の本質を見抜く意味の哲学用語がある。

[区分  ０１／０１]

表記      直（ちょっ）感（かん）

意味記述  感覚的に物事を捉える能力。また、その能力による判断。

意味素性１ ＩＮＦ

用例１    彼女は自分の直感を素直に述べた。

意味素性２ ＭＩＮ

用例２    私はすべてを直感で判断している。

連体文例  賭け事は直感の働きが肝心だ。

被連体例  女の直感。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  ［そのうち大変なことが起きるという］直感は不幸にも当たってしまった。

副文例    

サ変文例  彼は死が近いことを直感していた。

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  ちょっかん                                                                                                        

＊                                                           区分番号  :０１／０１        素性数    :２               

＊ 表記      :直（ちょっ）感（かん）                                                                                  



＊ 意味記述  :感覚的に物事を捉える能力。また、その能力による判断。                                                    

＊ 意味素性１:ＩＮＦ      用例１    :彼女は自分の直感を素直に述べた。                                                 

＊ 意味素性２:ＭＩＮ      用例２    :私はすべてを直感で判断している。                                                 

＊ 連体文例                         :賭け事は直感の働きが肝心だ。                                                     

＊ Ｓト文例                         :［そのうち大変なことが起きるという］直感は不幸にも当たってしまった。             

＊ サ変文例                         :彼は死が近いことを直感していた。                                                 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／２]

素性      ＩＮＦ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／２]

動詞｜ガ  │★│ガ│当たる。

動詞｜ヲ  ガ│（自分の／…）★│ヲ│述べる。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[意味情報  ２／２]

素性      ＭＩＮ

関連｜同義

関連｜類義 勘

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４



助数詞    

[項の用法  ２／２]

動詞｜ガ  │★│ガ│働く。

動詞｜ヲ  ガ│★│ヲ│働かせる，使う。

動詞｜ニ  ガ│★│ニ│頼る，従う。

動詞｜他  ガ，ヲ│★│デ│判断する，わかる。

動詞｜副ニ

形容｜ガ  │（母親の／…）★│ガ│鋭い，鈍い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の働き。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  賭け事は直感の働きが肝心だ。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜主体＞あいつの－，彼女の－。

          ＜性質＞女の－。

ノNP0補   サ変動詞用法参照

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[連体被修飾用法２]

Ｓ平叙  

Ｓ文例  

Ｓト平叙 ～る，～た

Ｓト疑問

Ｓト文例 ［そのうち大変なことが起きるという］直感は不幸にも当たってしまった。

        ［太郎が犯人だという］直感は見事に外れた。

        ［太郎が犯人ではないかという］直感がどうやら最初から次郎にはあったらしい。

        ［太郎は誰かに殺されたのだという］直感は正しかった。

        ［太郎に何かあったという］直感は正しかった。



        ［これはおかしいという］直感がわたしにはありました。

        ［太郎は何も知らないのだという］最初の直感が、後々の判断を誤らせることになった。

副平叙  

副文例  

備考    ［Ｓという］中には叙法表現（「ではないか」、「のだ」、「ない」）があらわれることがある。［Ｓという］中には形容詞述語文、

名詞述語文があらわれることがある。「との」可。「とする」不可。

[サ変用法  １／２]

文型      ＮＰ２ガ　ＮＰ１ヲ　ＮＰ０スル

格形式１  ガ

意味素性１ ＨＵＭ

名詞句１  彼，私

ノNP0１   の

格形式２  ヲ

意味素性２ ＡＢＳ

名詞句２  死が近いこと，彼女が見掛けほど優しくはないこと

ノNP0２   との

文例      彼は死が近いことを直感していた。

NP0ヲスル ×

[サ変用法  ２／２]

文型      ＮＰ１ガ　Ｓト　ＮＰ０スル

格形式１  ガ

意味素性１ ＨＵＭ

名詞句１  私，妻

ノNP0１   の

格形式２  ト

意味素性２ －－－

名詞句２  彼は何も知らないのだ，いつか大地震がある，彼が殺された，彼女が結婚間近だ

ノNP0２   との

文例      私は彼女を見たとたん結婚間近だと直感した。

          私は彼の顔を見たとたん彼は何も知らないのだと直感した。

NP0ヲスル ×

[形態情報  １／１]

合成語要素 ちょっかん

要素表記  直（ちょっ）感（かん）

補足      

合成｜名前 －的

合成｜名後



合成｜形  

合成｜動  －する

合成｜副  

合成｜他  


